
 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．音声記号と凡例 
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1. デンマーク語発音辞典と音声記号 

  デンマーク語の発音を表記した辞書は皆無と言ってよい状態で

あったのが，1990 年台になり，突如として 2 冊の，特徴の異なる

発音辞典が刊行された．すなわち， Peter Molbæk Hansen: 
Udtaleordbog お よ び Lars Brink et al.: Den Store Danske 
Udtaleordbog である． 
  前者(以下，MH と称す)は，Gyldendal 出版社のいわゆる Røde 
Ordbøger シリーズの 1 冊として刊行されたもので，41,102 語の｢明

瞭発音｣を表記する．この辞典の特徴は語の屈折形の発音が示され

ていることである．デンマーク語では原形と屈折形で発音が変る

ことがよくある．とくに，母音の長さやアクセントの一種である

stød の挿入または除去などは分かりにくい．これらのことが同辞

典では明瞭に示されている．また，語の明瞭発音を示しているの

で音韻体系が概観しやすく，とくに外国人にとっては非常に便利

な辞典と言えよう．（同辞典についての詳細は，間瀬英夫：「Peter 
Molbæk Hansen 著『デンマーク語発音辞典』について」．Idun IX, 
1990 参照）． 
  後者(以下，SDU と称す)は全文で 1659 頁に及ぶ膨大な発音 
辞典で，収録語彙数は約 45,000 に上り，発行元の Munksgaard の

宣伝文句にあるように，おそらく世界中の発音辞典のうちでもっ

とも大規模なものの一つであろう．内容は非常に専門的である.

発音形は現在認められる種々の形を記述的に示したもので，｢規

範｣とか｢標準｣とかは問題にされていない．基準となる発音形

は 1930 年生まれのコペンハーゲン地域の教養のある話者(いわゆ

る標準語話者)が普通の，実際の発話で自然に発音した形であると

されるが，もっとも明瞭な形と普通の形の両方が示される場合も

ある．この発音形を基準として，年配の世代，やや若い世代，若

い世代の発音との間に相違があれば，それをも示し，さらにコペ

ンハーゲンのいわゆる俗語的発音や方言音などをも示す．本文は

113～1569 頁に収録されており，その前後の頁(1～109; 1573～
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1659)は発音についての詳細な説明である．音声表記（「デンマー

ク式音声記号」Dania による）は非常に精密であるが，逆に言え

ば，外国人にとっては分かりやすいものとは言えない．とくに,

周囲の音に同化された音声形の読み方は専門家以外にはわかりに

くく，音韻体系の理解は大変むずかしい．また，屈折形の発音規

則の説明は普通の，形態的な分類によるものではなく，音声同化

による発音形を基準にしているので，デンマーク語文法および音

韻 体 系 を 十 分 把 握 し て い な い と 理 解 が 困 難 で あ ろ う ． 
  両者を比較してみると，前者ではいわゆる明瞭発音が示され,

語の屈折形が示されているので，外国人学習者にとって非常に便

利である．一方，後者には前者には見られない，機能語の文中で

の種々の発音形が示されている．また，後者には固有名詞，地名

が豊富に(約 2500 語)収録されている点は非常に貴重である．全体

的に見て，SDU は大部で，内容的にも専門的であるので，外国人

学習者にとっては必ずしも適当とは言えない．これに対し，MH
は実用的で，外国人学習者にとってはこちらの方がずっと便利で

あると言えよう．しかしながら，MH にも使いにくい点がないわ

けではない．まず第 1 に，基本的語彙のうちのいくつかに関して,

あまりにも多くの発音形が示されている場合がある．（本書では,

そのような場合には SDU などを参照し，もっとも一般的な発音形

を示すことにする．）次に，音声記号の問題がある．次節で示すよ

うに，MH の子音記号は [] を除き，「デンマーク式音声記号」

(Dania)と同じ記号(したがって「国際音声字母」(IPA)とは一致し

ない記号)であるが，母音記号は Dania と IPA の折衷的なもので，

利用者を幾分困惑させる(表Ⅰ｢音声記号対照表｣参照)． 
  デンマーク語学習者にとっては Dania の方が便利である．とい

うのは，デンマーク語の音声表示には Dania が用いられることが

ごく普通であるからであり，また，デンマーク語の母音文字 æ, ø, 
å および子音文字との関連で，音価が分かりやすい点があるから

である． 
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  Dania はデンマーク語の種々の方言音を表記するために，言語

学者･英語学者の Otto Jespersen によって 19 世紀末に考案され, 
その後種々の改良が加えられて現在の形になっている．この記号

にも多少問題点があると思われる．Dania は正式にはイタリック

体で書かれるため，以下に示すような場合に IPA 系の記号とずれ

が生じる．そこで，間瀬は以下の Dania 記号の代わりに IPA 系の

記号を用いることとし，同時にイタリック体ではなくローマン体

を用いることにした．(以下では，この記号を「Dania 改良式」と

呼び，DnMs と略す)． 
Dania: 
DnMs: 

A 
A 

a 
a 

W 
ä 

Å 
å 

å 
 

æ 
æ 

S 

E 
G/N 
 

なお，Dania [æ(;)] と DnMs [æ(:)] は実質的に同じである．デン 
マーク語では文字 æ と œ は同価の文字の 2 種の変異形であるが，

現今では主として æ が用いられる．このため，この文字変異形の

どちらか一方が音声記号としても用いられる．(注意：IPA [æ] と 
[œ] は異なる音価.) 

  Dania と DnMs は韻律記号に関しても多少相違がある．Dania で

は，母音音長は母音記号の後に [;] を付して示す．DnMs では IPA
と同様に，原則として [:] を用いる．Stød は，Dania では母音に

起こる場合も子音に起こる場合も [’] で表される．Stød は標準語

では母音に起こるときは長母音に起こり，短母音には起こらない．

それゆえ，標準語に関する限り，母音記号＋[’] は長母音に stød
が起こると読むことができる．しかし，方言音では短母音にも stød
が起こるので，デンマーク語の方言音の比較の場合には上述の 
表記法は適切とは言えない．ところで，標準語では長母音に stød
が起こると，その音長は短目になることが音響・知覚音声学的に

確かめられている．つまり，長母音は半長母音になる．そこで

DnMs では半長の [;] と [’] を組み合わせて [D] を用い，母音に

stød が起こることを示す．子音に起こる stød は子音の後に [’] を
表記すればよい．この点は Dania も DnMs も同じである． 
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表Ｉ   音声記号対応表 

 
1. 母音記号 

    MH   DnMs   Dania    IPA  例語 
  i:  i:  i·  i  pine 
  i   i   i   i  villa 
  e:  e:  e·  e  kede 
  e  e  e  e  det  vidst 
  :  æ:  ·  e  næse  chef 
    æ    e  tæppe  fest 
  ræ  rä  rä  a  række 
  æ:  A:  A·  a  herre  færre 
  æ  A  A  a  verden  vært 
  a:  A:  A·    gade 
  a  a  a    vaske 
  α:  α:(/:) α·    varme  radio 
  α  α(/) α    bakke  rask  varer 

y:  y:  y·  y  lyse 
y  y  y  y  lytte 
ø:  ø:  ø·  ø  løbe 
ø  ø  ø  ø  køkken  flytte 
ö:  ö:  ö·  ø  høne 
ö  ö  ö  ø  sønner 
:  :  ·    større  gøre 
        grøn  størst 
u:  u:  u·  u  huse 
u  u  u  u  skulle 
o:  o:  o·  o  skole 
o  o  o  o  foto 
å:  å:  ·  o  sprog  måde 
å  å    o  onkel  bukser 
        komme  kommer 
:  :  å·    korte  dårlig 
    å    normal  porrer 
        købe 
 
 

MH = Peter Molbæk Hansen. Udtaleordbog (1990)の記号． 
DnMs = Dania を一部改良した記号（§2 参照）． 
Dania = デンマーク語のみに用いられる記号．イタリック体で表記する． 
IPA = 国際音声字母(精密表記）．MH: 8f. による． 
/ = 随意的交替形． 
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2. 子音記号 

    MH   DnMs   Dania    IPA  例語 
  p  p  p  b  pakke 
  t  t  t  d  tak 
  k  k  k    kande 
  b  b  b  b  bord  spise  kop 
  d  d  d  d  dag  stå  let 
  g        gade  sko  væk 
  f  f  f  f  finde 
  s  s  s  s  spille 
    E  S  E  Sjælland 
  h  h  h  h  høre 
  v  v  v  v  vej 
  m  m  m  m  måtte 
  n  n  n  n  nat 
      /N    streng 
  l  l  l  l  lukke 
          mad 
  j  j  j  i  juli 
  j  C  C  i  tøj 
  w  w  w  u  sov 
  r  r  r    række 
          kirke 
 
 2a. 特殊な外来語にのみ見られる子音記号 
  r    7    ragtime 
      ¾  x  nachspiel 
      P    synthesizer 
 
 3. 韻律記号および stød 
          ville [vil]  minut [minud] 
          morsom [mosm’] 
  :  :  ·    mene [me:n] (MH, DnMs) 
            [me·n] (Dania) 

’  ’  ’  ’/  høj [hC’] 
        bil [bi:’l] (MH) 
           [biDl] (DnMs) 
           [bi’l] (Dania) 
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2. MH の記号と DnMs(Dania 改良式)記号のずれ 
2.1. 子音記号 

  MH の子音記号は，接近音(＝無摩擦継続音)の [] を除き, 

Dania 系と実質的に同じである ([] = Dania [R], DnMs [], IPA []). 
なお，MH の [], [g] とその他の [E], [] は同一記号の変異体と

みなす． 
 
2.2. 母音記号 

  MH の母音記号は IPA と Dania 系の折衷的なものである（「音声

記号対応表」参照）．母音記号は各表記法の間で不一致が目立ち，

同じ記号が表記法によって異なる音価を表すことがある．それが

とくに著しいのが次の場合である（例語は MH の示すものを用い

る）． 
 

表Ⅱ 
 MH DnMs Dania IPA 
næse, tjene : æ: æ;  
tæppe, melde      æ   æ    
gade a: A: A; æ 
værre æ(:) A(:) A(;) æ() 
række æ ä:   W a 

 

表Ⅲ 

 MH DnMs Dania  IPA 
koge, måne å: å: Å;  

bukser, bom   å   å   Å    

komme         ©    

kommer         ©    

storme : : å;  

normal, porrer       å    
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表Ⅳ   音 声 図 表 

(MH|DnMs) 

(記号が異なる場合は， | の左が MH，右が DnMs) 

 

子 音 両  唇 / 
唇  歯  

歯 /歯茎  
硬口蓋  硬口蓋  軟口蓋  口蓋垂  咽頭  声門  

閉鎖音  無声有気  
       無声無気  

 p 
 b 

 t 
 d 

 k 
 1 

   

摩  擦  音  無声  
         有声  

  f 
  v 

s E1  
j 

  
r 

 h 

側     音  （有声）   l      
鼻     音  （有声）  m  n      
接  近  音  （有声） (w)   C w  |  
 

母  音 前   舌  中   舌  後   舌  

非  円  唇  円    唇  非  円  唇  非  円  唇  円    唇  

狭     口  i(:) y(:)   u(:) 
半  狭  口  e(:) ø(:) 3  o(:) 
半  広  口  (:)|æ(:) ö(:)  å(:) 
広     口  æ:|A:, ä:5 (:)  |4 (:)|(:) 
超  広  口  æ|a, A, ä5  α(:)6  

 

1. MH [g], [] と DnMs [, E] は同一記号の変異体とみなす．  

2. [] は弱強勢音節にのみ現れる．  

3. []|[] は弱い円唇性をもつ．  

4.『デンマーク語基礎 1500 語』，『現代デンマーク語入門』などで用いた

DnMs [ä], [ä:] は本書では各々  [A], [A:] に変更する．  

5.『デンマーク語基礎 1500 語』，『現代デンマーク語入門』などで用いた

DnMs [(:)] は本書では MH, Dania に一致させて  [α(:)] に変更する．  
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  なお，MH は前舌広口の長母音 [a:] と短母音 [a] を記号の上で

は質的に区別していない（ただし，MH 表紙内側の IPA 記号との

対照表では [a:] = IPA [], [a] = IPA [] となっている）．デンマー

ク語音韻論および音声学では一般に両者は区別されており，本稿

でも MH の長い [a:] は [A:] に変える．短い [a] は同じである． 
 
2.3. 韻律記号 

  MH の [:’] は，§1 末部で述べた理由で DnMs では [D] と表記

するが，実質的にはすべての表記法で一致していると言える． 
 
2.4. MH と DnMs で記号が異なる場合の対応例 

左＝MH, 右＝DnMs． 
[g] と [], [:’] と [D] は同一記号の変異体とみなす． 
見出しの [:] は [:] および [:’]/[D] のこととする；例：[i:] = [i:], 
[i:’]/[iD];  
(2)以下は母音記号に関する例． 

 
(1) []～[] 
ser [se:’]～[seD], tur [tu:’]～[tuD], stor [sdo:’]～[sdoD], firs 
[fi’s]～ [fi’s], kørt [kø’d]～ [kø’d], først [fsd]～ [fsd], 
kirke [kig]～[ki], skjorte [sgjod]～[sjod]. 
 
(2-1) []～[æ] 
let [ld]～[læd], sted [sd]～[sdæ], fest [fsd]～[fæsd], ven 
[vn]～ [væn], fem [fm’]～ [fæm’], seng [s’]～ [sæ’], selv 
[sl’]～ [sæl’], hjemme [jm]～ [jæm], sende [sn]～ [sæn], 
penge [p]～ [pæ], sæt [sd]～ [sæd], væk [vg]～ [væ], 
hjælp [jl’b]～ [jæl’b], mænd [mn’]～ [mæn’], tæppe [tb]～
[tæb], vænne [vn]～ [væn], hænge [h]～ [hæ], bælte 
[bld]～[bæld]. 
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(2-2) [r]～[ræ] 
frisk [frsg]～[fræs], drikke [drg]～[dræ], ringe [r]～
[ræ], tredje [trj]～[træj], entré [αtr]～[αtræ], reol 
[ro:’l]～[ræoDl], retur [rtu:’]～[rætuD], restaurant [rsdorα]
～[ræsdorα]. 
 
(2-3) [:]～[æ:] 
chef [:’f]～[EæDf], sjette [:d]～[Eæ:d], hæs [h:’s]～[hæDs], 
pæn [p:’n] ～[pæDn], væg [v:’g]～[væD], blæst [bl:’sd]～
[blæDsd], næse [n:s]～[næ:s], æble [:bl]～[æ:bl], læbe 
[l:b]～[læ:b], glæde [gl:]～[læ:], læge [l:(j)]～
[læ:(C)]. 

 
(2-4) [r:]～[ræ:] 
tre [tr:’]～[træD], bred [br:’]～[bræD], spredt [sbr:’d]～
[sbræDd], vrede [vr:]～[vræ:], træ [tr:’]～[træD], træne 
[tr:n]～[træ:n]. 
 
(2-5) []～[æ] 
kært [k’d]～[kæ’d], svært [sv’d]～[svæ’d], lært [l’d]～
[læ’d], lærte [ld]～[læd]. 
 
(2-6) [:, :]～[æ:, æ:] ([]～[] については，(6-2)参照) 
hver [v:’]～[væD], vejr [v:’]～[væD], fjerde [fj:]～[fjæ:], 
kær [k:’]～[kæD], svær [sv:’]～[svæD], bære [b:]～[bæ:], 
lære [l:]～[læ:], svære [sv:]～[svæ:], være [v:]～[væ:]. 
 
(3) [ræ]～[rä] 
ret [ræd]～[räd], dreng [dræ’]～[drä’], fremmed [fræm]～
[främ], tretten [trædn]～[trädn], græs [græs]～[räs], træt 
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[træd]～[träd], række [ræg]～[rä], træffe [træf]～[träf], 
trænge [træ]～[trä]. 
 
(4-1) [æ]～[A] 
er [æ]～[A], bjerg [bjæ’w]～[bjA’w], verden [vædn]～
[vAdn], gerne [gæn]～[An], hverken [vægn]～[vAn], 
vært [væd]～[vAd], færdig [fædi]～[fAdi], særlig [sæli]～
[sAli], servere [sæve:’]～[sAveD], værtinde [væden]～
[vAden]. 
(4-2) [æ, æ:]～[A, A:] ([]～[] については，(6-2)参照)  
færre [fæ, fæ:]～[fA, fA:], værre [væ, væ:]～[vA, 
vA:]. 

 
(5) [a:]～[A:] 
gal [ga:’l]～[ADl], stat [sda:’d]～[sdADd], Japan [ja:pan]～[jA:pan], 
nabo [na:bo]～[nA:bo], bade [ba:]～[bA:], havde [ha:]～
[hA:], dame [da:m]～[dA:m], tale [ta:l]～[tA:l], male [ma:l]
～[mA:l], bage [ba:(j)]～[bA:(C)], diktat [digta:’d]～[ditADd]. 
 
(6-1) []～[] 
kop [kb]～[kb], lov [lw]～[lw], post [psd]～[psd], kold 
[kl’]～[kl’], vogn [vw’n]～[vw’n], blomst [blm’sd]～
[blm’sd], komme [km]～[km], ofte [fd]～[fd], sove 
[sw]～[sw], rolle [rl]～[rl], også [s]～[s], så [副] 

[()s]～[()s], råbt [rbd]～[rbd], hånd [hn’]～[hn’], måtte 
[md]～[md], tøj [tj]～[tC], høj [hj’]～[hC’], øje [j]～
[C], øjne [jn]～[Cn], nøgle [njl]～[nCl]. 
 
(6-2) []～[] 
meter [me:’d]～[meDd], vinter [ven’d]～[ven’d], døtre 
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[dødr]～[dødr], biler [bi:’l]～[biDl], lamper [lαmb]～
[lαmb], betaler [beta:’l]～[betADl], keder [ke:]～[ke:], 
hedder [he’]～[he’], rejser [rαjs]～[rαCs], studerer 
[sdude:’]～[sdudeD], kører [kø:]～[kø:], flere [fle:]～[fle:], 
mere [me:]～[me:], senere [se:n]～[se:n]. 
 
(6-3) []～[] (= (6-1)+(6-2)) 
sommer [sm]～[sm], roller [rl]～[rl], blomster 
[blm’sd]～[blm’sd], holder [hl’]～[hl’], koldere [kl]
～[kl], nøgler [njl]～[nCl], højre [hjr, hj:]～[hCr, 
hC:]. 

 
(7) [(:)]～[(:)] 
vor [v]～[v], kort [k:d]～[k:d], sport [sb:d]～[sb:d], torv 
[t:’v, t:’w]～[tDv, tDw], morgen [m:n]～[m:n], vores 
[v:s]～[v:s], hvornår [vn:’]～[vnD], år [:’]～[D], får 
[f:’]～[fD], går [g:’]～[D], står [sd:’]～[sdD], gård [g:’]～
[D], gårde [g:]～[:], båret [b:]～[b:], årene 
[:’n]～[Dn]; 
forskel [f:sgl’]～[f:sæl’], forslag [f:sla:’(C)]～[f:slAD(C)], 
formiddag [f:meda]～[f:meda], foredrag [f:drα:’w]～
[f:drαDw], forestilling [f:sdel’e]～[f:sdel’e], foreslå 
[f:slå:’]～[f:slåD], fortsætte [f:(d)sd]～[f:(d)sæd]. 
 
(8) for(-) [f]～[f] 
for [接][前][副] [()f]～[()f], forbi [fbi:’]～[fbiD], fordi [fdi:’]
～[fdiD], forlystelse [fløsdls]～[fløsdls], forklare [fklα:’α]
～[fklαDα], forstå [fsdå:’]～[fsdåD], forlange [flα’]～
[flα’], forskellig [fsgl’i]～[fsæl’i], forkølet [fkø:’l]～
[fkøDl]. 
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3．本稿の音声表記とその読み方 
3.1. 略号および語形の提示順序  

[名]    名詞 
[名･単] 名詞・単数形のみ 
[名･複] 名詞・複数形のみ 
[固]    固有名詞 
[代]    代名詞 
[数]    数詞 
[形]    形容詞 

[形･既] 形容詞・既知形のみ 
[動]    動詞 
[副]    副詞 
[前]    前置詞 
[接]    接続詞 
[間]    間投詞 

 
語形提示順序 
名  詞： ①基本形（あるいはゼロ形），②単数既知形，③複数未知形，

④複数既知形 
形容詞： ①未知形単数共性形，②未知形単数中性形， 

③複数未知形/既知形, ④比較級，⑤最上級未知形， 
⑥最上級既知形 

代名詞： ①主格，②目的格，③所有格 
動  詞： ①不定詞形，②現在形，③過去形，④過去分詞， 

⑤現在分詞形, ⑥命令形 
 
  ごく少数の例外を除いては，各語の語形は上記の順に示す． 
  なお，形容詞の変化形としての比較級は -e に終わり，性・数の変化

はしないが，最上級は未知形で -st, 既知形で -ste の変化をする．一方，

変化形としての比較変化をしない形容詞は比較表現に副詞 mere, mest
による迂言的方法をとるが，この場合，当該の形容詞そのものは性・

数による変化をする．この点は，初学者に誤解されがちなので，敢え

て，迂言法比較変化も示す． 
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3.2. 長母音の短音化 

  長母音(長母音状音)は接近音 [, C, w, ] の前で音声的には短母音化

(短母音状音化)される傾向がある．とくに単音節語形中の狭口母音に

この傾向が強い．単音節語形中の長母音は原則として stød をもつが,

短音化すると，stød は接近音上に移行する（SDU: Nummerhenvisninger 
Nummer 8, 9 (1576f.); MH: 20;『現代デンマーク語入門』20-23 参照）． 

hvid [viD]→[vi’], ned [neD]→[ne’], sød [søD]→[sø’], råd 
[råD]→[rå’], sad [sAD]→[sA’], 
besøg [besøDC]→[besøC’] ([C] が脱落しない場合),  

prøv! [proDw]→[prow’], bog [båDw]→[båw’], 
bor [boD]→[bo’]. 

  この場合，長母音の音質は短音化してもそのまま保たれる．長・短

母音のペアで音質が異なる場合には，本来長母音なのか短母音なのか

がわかることがある．たとえば sad ([sAD]→) [sA’] 対 mad [ma]. 
  狭口長母音＋[] における長母音の短音化は，とくに単音節中で著

しい．そこで，たとえば hvid は MH では [vi’] のような短母音化形

しか示されていない．しかし SDU では [viD, vi’] の両形が示されて

いる．このような場合には(非短音化形の)長母音形を示すことにする． 
 
3.3. 音長，stød 
  各語形の発音形は原則として強勢のある位置に現れたときの発音形

を示してある． 
  長母音および stød は当該語形に第 1 または第 2 強勢があるときにの

み起こる．当該語形が文中の機能によって弱強勢語形になれば，長母

音は音質はそのままの短母音となり，stød は脱落する．たとえば動詞

gå [åD], 代名詞 min [miDn] は，弱強勢位置に現れるときには各々 [å], 
[min] となる． 
  Stød [’] は，同一語中でも変化形によって起こる場合と起こらない場

合があるので注意を要する． 
  Stød 記号が括弧に入れられている語形があるが，これは当然 stød が

起こることも起こらないこともあることを示すが，次の語形の場合に

は一定の傾向が見られる． 
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  派生辞 -(l)ig を付加した形容詞の -e 弱変化形および -ere 比較級は

stød のない発音形が普通である(SDU: 674, 854 参照)，とくに forskellig 
[fsæl’i], sædvanlig [sævADnli] などのように，語幹部分にすでに stød
をもつものにさらに stød が起こることは稀である． 
派生辞 -ingを付加した名詞の -en単数既知形は stødのある発音形が普

通である．-er 複数形は stød をとる場合もとらない場合もあるが，とる

場合の方が多いと思われる(SDU: 697 参照)．しかし，-(l)ig 形容詞の場

合と同様に，anbefaling [anbefADle], forestilling [f: sdel’e] などの

ように，語幹部分にすでに stød をもつものにさらに stød を付加するこ

とはあまりないと思われる． 
 
3.4. 弱母音 [] の発音 
  弱母音 [] (schwa; シュワー)は明瞭な発音では [] で実現される． 

vase [vA:s], pakke [pα] 
  しかし，[] は非常に弱い音であるため，現実には隣接音に同化され

て様々な音で実現されることになる．いずれにせよ，[] の｢音節性｣

は音声的に重要であるので，[] を同化した音が代わりに [] の音節

性を保持する．[] は脱落することもなくはないが，外国人はこれを脱

落させて発音しない方がよいと言われる． 
  [] の同化の仕方は様々であるが，大体次のようになる． 
  母音の後では当該母音と同じ母音となる． 

pige [pi:]→[pi:i], nye [ny:]→[ny:y], uge [u:]→[u:u], skeen 
[seDn] →[seDen], byen [byDn]→[byDyn], gået [å:]→[å:å]. 

  [] の前または後の音が [, C, w, l, m, n, ] (有声自鳴子音)なら，こ

れらの子音が長く発音される．（なお，r 音への同化はすでに各語形の 

音声表記に示されている．）“短母音＋有声自鳴子音＋//”の場合には

短母音または有声自鳴子音がさらに長く発音される傾向にある．(音声

記号の下の [ ] は｢音節性｣を示す.) 

gade [A:]→[A:], hedde [he]→[he], 
lege [lαC]→[lα(:)CCL], øje [C]→[(:)CC L],  
lave [lA:w]→[lA:w] (注意: lave の [lA:v] 形の [v] は自鳴子音で

はないので [] を同化しない.) 
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sove [sw]→[s(:)ww], 
kjole [kjo:l]→[kjo:l ], kalde [kal]→[kall ], 
dame [dA:m]→[dA:m], komme [km]→[kmm], 
krone [kro:n]→[kro:n], henne [hæn]→[hænn], 
manden [man’n]→[man’n], enten [ændn]→[ændn ], 
mange [mα]→[mαL], senge [sæ]→[sæL] 

  たとえば 
bussen [busn]→[busn], digtet [ded]→[ded] 

のような場合，[-sn], [-d] の [s], [d] などは自鳴音ではないので，[] 
は後続の [n], [] などに同化されることは明らかであるが，[] の前後

の音が自鳴音である場合には，自鳴性の大きい方の音に同化すると 
言われる．自鳴性の大きさを明確に決めることはむずかしい場合も 
あるが，大体次のようになる：(1) [C, w, ] ([] もここに入る), (2) [l], 
(3) [m, n, ]. 

leget [lαC]→[lα(:)C, lα(:)C L], 
sovet [sw]→[s(:)w, s(:)ww], 
oven [wn]→[(:)wwn], 
malet [mA:l]→[mA:l], seddel [sæ’l]→[sæ’l], 
floden [floDn]→[floDn], båndet [bn’]→[bn’], 
vejen [vαC’n]→[vα(:)C’CLn], 
kjolen [kjo:ln]→[kjo:l n], tavlen [tαwln]→[tαwl n], 
gammel [αml]→[αml ] (jf. gamle [αml]→[αm:l ]), 
gangen [α’n]→[α’n, α’L] (注意: [n] の [] への同化.) 

 


